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福井工業大学には「小原 ECOプ ロジェクトJと いう取 り組みがある。このプロジェクトは今

年度で 6年 目を迎える。

本プロジェクトは福井県勝山市の山中にある小原集落で地元の方々と触れ合いながら、主に古

民家などの修復・修繕を行い、今後に活かしていくというものであるG

l年を通して活動 しているが、主に夏季の長期体暇の約 lヶ 月間、現地の古民家に泊まり込ん

で様々な作業を行なう。そこでは学生をはじめ、先生や大工棟梁、地元民の方と共同生活を行な

っている。

これまで行つてきた古民家修復は以下

の通 りである3

2006年 岩本豊家住宅の修復

2007年  岩本了蔵家住宅の修復

2008年  北山保夫家住宅の修復(外

壁)

2009年 北山保夫家住宅の修復(内部

及びウデキ)

2010年 休憩所建設(8/7～ 8/25)

岩山信子家住宅の増築部分

の解体(8/7～ 8/13)

今回は 2010年に行なつた休憩所建設について

主に報告する。

昨年は 2年前に卒業した先輩の設計図面を基

に、体憩所を建設した。

実際の建設時も設計者の考え通 り、
「ECOJと

いうテーマに結び付けて、小原にある廃材を再

活用し、また、その本材でどのような形の建物

が建設可能かという視点からも計画した。

当建物は L宇型(妻側 1.5間 、平側 3間)で、建

築面積は 40.043どである(写真 1)。

写真 1:L字型の休憩所

写真 2:敷地の地盤改良



休憩所建設の手順は下記に示す通 りである。

休憩所建設は、砂や砂利を敷き詰め、地面を

均す(写真 2)地盤改良から始めた。

基準′点を取 り、べた基礎の型枠 (塗装コンパ

ネ)組みを行なった。

並行 して休憩所の礎石制作も進めた。型枠

(塗装コンパネ)は即存のものを使用した。鉄筋

は自分たちでカットし、針金で編み合わせたも

のを使用した。コンクリー トに関しても自分た

ちで調合 し、流し込んだ。

べた基礎の養生はミキサー車によつて精製

されたコンクリー トをフイヤーメッシュの施

された型枠に流し込んだ(写真 3)。 その後、表

面を均す左官作業を行なった。さらに、定期的

にバケツに汲んだ水を、少 しずつ手で打ち水を

行なつた。

本材加工では、壁に使 う板を木表・木裏とも

に自動カンナ装置にかけ、面取 りを行なった。

なお、加工時に出た本クズや木端はそのまま、

または焼却し、薪や肥料として活用している。

べた基礎 と礎石に一定以上の強度が出てき

たところで、柱や軒桁など加工の済んだ部材を

墨付けに沿つて仮配置を行なつた。

継手(追掛け大栓継)は この時に組み合せた。

べた基礎の型枠を外し、休憩所の組立作業に移

るために、足場を組んだ。

礎石は仮設置をしてから水平をとり、コンク

リー トボンドを使って接着を行なった(写真 0。

礎石と柱は、緊結や接着をせずに載せ、足場

に立てかけて仮配置する。

順番に足固めで柱を繋いでいき、一列完了す

るごとにそこヘチェーンブロックで吊り上げ

た軒桁を組んで固定していった(写真 5)。

写真 3:

写真 4:コ ンクリー トボンドによる接着

写真 5:軒桁組み


